
様式４

都市再生整備計画　フォローアップ報告書

鵜沼南町地区

平成２４年３月

岐阜県各務原市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

H　　年　月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

その他の
数値指標３

その他の
数値指標２

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

総合所見

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

指標３
整備に対する利用者
の満足度

％ 23.5

指　標 従前値
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

※フォローアップの必要のある指標について記入

計測時期

その他の
数値指標１

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

73.3

1年以内の
達成見込み

○
駅前広場や自由通路等の整備に対
し、利用者から高い満足度が得られ
た。

H　　年　月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

地域の分断の解消や、バリアフリー
化により、自由通路利用者数の増
加という目標を達成した。

65.8 H23年10月

指標５

自由通路利用者数 人/日 5,300

指標４

指標２

総合所見

駅前広場や自由通路等の一体的整
備による、利便性の向上が図られ
た。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

○

H　　年　月

6,277 H23年10月

事後評価

見込み・確定の別

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

○

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

4,971

計測時期

H23年10月

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１
新鵜沼駅前広場利用
者数

人/日 4,700 ○

5,500

50.0

1年以内の
達成見込み

○

5,175

見込み・確定
の別

4,900

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

6,096

目標値



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

地域間交流の推進

整備された道路、自由通路、駅前広場の安全点検およ
び維持管理

駅前広場等の利用マナーの向上

駅利用のさらなる満足度の向上

実施した結果

・市民活動の場や、市民への情報提供の場となって
いる

・駅前広場や自由通路を名鉄およびＪＲ主催によるハイキングに
よる利用
・駅前広場を利用した街角コンサートや住民主催のクリスマスコ
ンサートの実施
・自由通路の掲示板を市の催しや観光ＰＲなどに利用

実施した具体的な内容

・（社）各務原市シルバー人材センター等への委託により、毎日
の自由通路の清掃および安全点検の実施

・自由通路や駅前広場の供用開始からこれまで、
事故はなく、安心して利用できる施設が保たれてい
る

・煙草のポイ捨てなどは減り、徐々に利用マナーの
向上が見られる

・自由通路は市民活動の場や、市民への情報提供
の場となっている
・自由通路や駅前広場等が完成し、まちの拠点が
形成されたことにより、南町まちづくりの活動の活発
化に寄与している

今後の課題　その他特記事項

・自由通路における、農産物市、古本市、展示品（小学生の作品
展、市民ギャラリーなど）などによる利用検討
・本地区に隣接する鵜沼駅東部地区、鵜沼駅東部第二地区など
の土地区画整理事業が進んでおり、さらなる駅利用の増加が見
込まれるため市民間交流の場としてのグレードアップ

実施にあたっての課題　その他特記事項

・駅前広場の安全を守る1日ボランティアパトロール等の実施
・自家用車の適切な位置への停車を促すなど利用マナーの向上
・名鉄中間改札口前の灰皿設置

・自由通路の休憩スペースに加え、JR改札付近に簡易ベンチ設
置
・飲食や買い物など、駅周辺を活かした有効な土地利用の促進
・自由通路や駅前広場の利便性とにぎわいづくりの移動店舗等の
導入
・名鉄新鵜沼駅・ＪＲ鵜沼駅へ乗入する市内公共交通機関（乗合
バス等）の乗り換えダイヤ等の充実

具体的内容 実施時期追加が考えられる今後のまちづくり方策

・市職員による夜間の見回りの実施
・ＪＲ駅前広場に灰皿を設置

・市の催しや観光ＰＲなどによる自由通路の掲示板を利用
・鵜沼南町の住民組織である南町まちづくりでは、定期的なまち
づくりの勉強会やまちづくり先進地への視察などを実施


